
一般的に、停滞水域に大量の藻類が発生すると、昼間は炭酸同化作用により酸素の放出がおこり、

かつp王iが上昇し、夜間は呼吸作用のため溶存酸素が消費され、pHは正常にもどる。このような

現象により、入間川ではpHの上昇をまねいたものと考えられる0

⑫　Navicula cryptocephala var・intermediaの分類学的検討

河川に生息する生物を指標として、水質の汚濁状況を評価する方法を確立するため実施している

調査研究の一部である。ここでは、付着藻の分類について検討を行った。

県内河川で出現頻度の高いケイ藻綱のNavicula属の一種であるNavicula cryptoce→

－phalaには、Var・intermediaという変種があり、また、別に　Navicula

salinarumにもVar．intermediaという変種が記載されており、両者の間に同物異名か

否か、同物異名とすれば何れが有効か、という問題がある。そこで約400個体を囁徴鏡写真に撮

影し検討したところ、大部分の個体の中央部横条線は長短交互型であり、この形質は種を区分する

重要なものと考えられる。この形質からVar・intermediaはNavicula salinarum

に近いと考えられた。

⑬　排水中の油分の定量について

水質汚濁防止法では、鉱油類と動植物油脂類とで排水基準が異なり、その検定方法は、ローヘキ

サン抽出一重量法として定められているが、この方法では、鉱油類と動植物油脂類の区別ができな

い。そこで、工場排水の分析に相法を併用し、分離定量について比較検討を行った0その結果、

‡R法による全油分量と重量法の値との間に高い相関が認められた。また、従来、動植物油月旨量と

して規制されてきた事業場の抽出油中に、鉱油額が30～40％含まれる例のあることも判明した0

今後、標準油の選択を工夫するなど、更に検討を加える必要があるが、工場排水中の油分を公定

法にて求め、抽出油について王R法を併用すれば、鉱油顎と動植物油脂類とを分離定量することが

でき、重量法の欠点を補えることが明らかとなった0

⑭　電気メッキ排水処理施設の問題点

電気メッキ事業場は、シアン、六価クロム、その他の電金属等の有害物質を取り壊うため、従来

から厳しい監視の下におかれてきた0しかし、排水処理施設が整備されていながら、排水基準に違

反する例が後を絶たない。

そこで、県内の電気メッキ事業場について、処理施設の方式、構造、維持管理等を調査し、その

蔑能の診断を行った。そ町結果、調査対象延べ98事業場のうち、30・6％に当たる事業場におい

て、排水基準違反がみられた。

基準超過率が一番高い項目は、亜鉛であり、以下、鉱油額、シアソ、軌pHの囁となる0

その基準超過原因を分析してみると、排水処理施設の維持管理に原因のあるものが過半数を占め、

そのなかでも、p‡i電嵐及び0昆P電極の設定不適または調整不良に集中していることが明らか

となった。

昭和5　4年度

（1）テレメーター室を大気保全課に移管

昭和54年4月、公害センタ→のテレメーター窒が、環境部大気保全課に移管され、大気汚染常時
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監視業務は、同課において実施されることとなった。

招）調査研究課題

①　埼玉県における低周波空気振動公害

昭和54年9月から55年8月までの1年間に受けつけた、低周波空気振動公害に係る依顧検査

結果の概略を集計した0またこの中で、特に複合音囁の寄与度の判定が必要であった事例について、

手法解説を施した0集計結果については、①苦情対象となる周波数領域が20～31．5Hzに集中

していること、②音圧レベルが60dB以下から90dB以上まで広く分布していること、③固体

伝搬が原因となる例が多いこと等の概略の傾向を示した0手法解説では、コヒーレンス関数を利用

した音源探知の有効性を示した。

②　紫外線吸収　オゾン測定機の湿度影響

大気汚染常時監視に用いられているオキシダント自動測定磯は、オゾンガスによる動的校正が義

務づけられており、その校正に紫外線吸収法オゾン計を使用することができる。そこでオゾン計

の主な誤差要因と考えられる試料空気中の湿度について試験を行った。

その結果、オゾン計に内蔵されている検出器単独では、試料空気中の湿度の影響を強く受けるこ

とが認められた0しかし、オゾン計は検出器の前部にオゾン分解器を用い、差量比較演算方式を採

用しているのてオゾン分解器の性能（分解効率、除湿効果がないことなど）が保証される限りに

おいては、測定値に湿度による影響は認められないことが判った。

③　航空機を用いた高速天気観潮方法に関する検討

光化学スモッグのような広域大気汚染の実態を把握する方法の一つとして、航空気に大気汚染測

定機を堵載し、連続判定を行う方法がある0この場合、高速移動測定という特殊性が伴う。従って、

飛行中でのサソブリングによる分解能〔応答性）、試料大気の物理的状態の変化に伴うデータの取

壊い、測建やステムの機体内装備（電源等）、機体内環境（気圧、気温、振動等〕などについての

配慮が必要となる。

そこで、飛行測定コース、サソブリング方法、測定機全体のシステムの維持管軋保守方法など

について、検討を行った。

④　産屋からの排出による拡散実験

建物周辺における汚染物質の拡散状態を把握するため、国立公害資源研究所広域拡散風洞におい

て、平坦地に孤立している模型連星を用い－排出口、風などを変えて周辺の気流と汚染物質の拡散

状態を調べた0さらに、野外において実物建物（≡階建校舎）から、トレーサーガス（SF6）を

放出し、地上でそれを描集して、その分布を測った。

これらの結果、煙突と同じ高さの建屋排出口の場合、地上の最大濃度は、建屋がない場合の数倍

以上となり、その地点は連星風下近掛こ出現することが認められた0これは汚染物質が、建崖風下

に生ずるウエイタ内に巻込まれることによるものと推定された。

⑤　鋳物工場から発生する粉じんの拉度分布について

工場から排出される粉じんの環境への影響を検討する場合、煙道出口のみならず、工場数地内の

作業場や原材料置場等から発生する粉じんの特徴も把握する必要がある。そこで建星全体を発生

源として、工場数地内及び敷地境界線で、浮遊粉じんの粒度分布調査を実施し、その酎ヒ学的特性

について検討を行った。

その結果の一つとして、粉じん及び粉じん中の金属の粒度分布曲線は、川椚以下にピークが庸
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著なもの（cd、Pb、Zn）、4～5ノ⊥mにピークが顕著なもの（Fe、Mg、Cr）、2iLm付近を境

に両側にピークがあるもの（MIl、Ni、Cu、粉じん）と3つのパターンに分類できた0

⑥　ボイラーより発生する「ばいじん」の理化学的特性について

各種発生原施設から排出されるばいじんや粉じん、あるいは重金属類の生体に及ぼす影響を考え

る時、その排出ばいじん量や排出重金属量のみならず、それらの理化学的性状についても十分に把

握しておくことが必要である。

そこで、本報では、重油専焼ボイラ嶋数施設において、発生するばいじん、含有金属の粒径分布

を測定し、ばいじんの形状を走査電顕により観察した。ばいじんの粒径分布は、いずれの施設にお

いても二山型を示し、成分によってパターソは少しづっ異なるが、含有金属もおおむね二山型を示

した。

また、アンダーセンスタックサンプラ一により、描集したばいじんを、走査電囁で形状観察した

ところ、一部にアッシュコークス状の多孔質粒子や、カーポンプラックを認めた0

⑦　キュポラより発生する「ばいじん」の理化学的特性について（第2報）

前報で調査した施設の再調査に加えて、新たにキュポラ5施設と、鉄鋼関連施設として電気炉6

施設において、粉じん中の化合物の存在形態の検索等の調査を行った。

前報と別の施設において発生するばいじんの粒径分布を測定したところ、1～2／ム椚付近にピー

クを認めたが、総体として小粒径の頻度が高かった。また、重金属類も、おおむね同様の億向を示

し、同業種でも、施設により発生するばいじんの質が異なることを認めた。化合物の形態は、前報

で報告した施設のものとほとんど変わらなかった。更に、電気炉設備工場に馴ナる粉じんは、やは

りFe304あるいはその固溶体が主体であることを認めた。また、金属含有率においても、普通銅

生産施設において、Znが相対的に高い値を示したが、キュポラとの問に頗著な差はみられなかっ

た。

⑧　大気移流経魔Ⅵ統計的把囁について

埼玉県内各地に流入する汚染物質の排出源及びそれらの寄与度を特定するために且、大気汚染物

質を運ぷ空気塊の移動経路と、それらが各地に滞留する時間を統計的に把握する必要がある0そこ

で、昭和52、53年度を対象とし、本県を中心とする関東地域における空気塊の移動及び滞層に

ついて調査を行った。

その結監「般に西部山沿いに近い地域乱空気が長時間帯留し易いこと、特に冬期に著しいこ

と、また、オキシダント濃度の高い気塊は、対象地域の南東20～30馳風上地域の影響を強く受

けていること、これに対し、二酸化窒素の高濃度気塊は、当惑地域に長時間滞留していたものであ

ることなどが明らかになった。また、これらの地域的な特徴についても定量的に把握することがで

きた。

⑨　紫外晩発光度法による河川水の有職汚濁評価について

河川の有境汚濁指標としては、BOD、CODが用いられてVlる。昨今、それらに加えて、珊C、

紫外吸光（UV）などがとりあげられている。特に、UV法は装置が簡単で安価、試薬不要のため

装置自体からの排水が出ない、連続分析が可能、測定が迅速等の利点があり、水質の常時監視にも

使えると考える。そこで、UVを河川の有磯汚濁の指標として使用することを検討した0

その結果、UVと他の汚濁指標との間に有意の相関が認められ、特に汚濁の強い河川ほど、UV

とCODとの相関が強かった。このことからUV法は、COD、BOD、TOC等と並んで河川の

有機汚濁評価指標として利用できる方法と認められたロ
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⑲クチビルケイソウCymbeila ventricosaの分類学的検討

清浄な河川から汚濁した河川まで、広い水域にわたって分布するクチビルケイソウC叩1bella

VentTicosaがある0これは多くの変種に分類されている0Var・girodiという背側中央部

に明瞭な遊離点を有するケイソウを、荒川の秩父橋付近で得たので、520個体を覇徴儲写真に撮

影し、これまでの研究者の論文と比較しながら、これらの特徴が種を区分するCriteriaとして

適当かを検討した0その結果、Var・Silesiacaという両端部が突出する種と外形が似ている

個体にも、中央部に遊離点の存在が認められた0また、これらの遊離点はいずれも円錐形の穴のよ
うな構造であることが観察された。

⑪　荒川の付着藻類と水質について

昭和54年5月に荒川の本流を中心として、iO地点を選び付着藻類について詞査した。付着藻

の現存量、ペックの生物指数、非耐汚濁度、強耐汚濁鼠ザプロビ指数などの諸指数と優占樺から、

各地点の水質を判定した0その結鼠最上流の「川又」は清浄だが、「落合」からやや汚濁がみら

れ、「長瀞」からやや汚濁が強くなり、「鴻巣」では汚濁がかなり囁くなっている0また働ケ軌

は自浄作用のためか少し回復しているという結果が得られた。

⑫河川底質のサンプリングについての一考察（重金属と粒度分布について）

河川底質の重金属含有量測定は、底質のサンプリング位置や、採取方法などにより分析結果が変

動する。その変動要因を知るため、荒川の上流（久下橋）と下流（秋ケ葡）の2地点を選び調査検

討した0河川の横断方向に一定間隔で底質を採取し、風乾、ふるいわけを行い、粒子径別に分画し、

金属の分析を行った0その結果、粒子径が小さい分画ほど金属濃度が高く、流心よ川岸ほど濃度

の高いことが明らかになった0また、秋ケ瀬の底質では、鉄が高濃度に含有する分画のあるのが特異

的であった0堆積する底質の粒子は一秋ケ葡で48～100メッシュ、久下で16～48メッシュ
のものが多かった。

⑬　活性汚泥の生物相に対する厚東質の影響

生物学的排水処理において、原敬鏡で同気計数のできる原生動物や敏小径生動物は、処理条件

の良否を判断するためによい指漂となるといわれている0そこで窒報を含まない模擬排水と、

栄養バランス如い模揮排水を用い、回分式活性汚泥処理案験を行い、処理効率と生物相の変化を
調べ検討した。

その結果窒素囁を含む排水の処理水は、濁度、CODとも良好であるが、pHはやや酸性にな

る憧向にある0特に、アンモニウム塩が酸性化の原因となる0また、汚泥の生成については、窒素

を含む排水が日毎の増加を示し－窒素を含まない排水では勉削4硝でもほとんど増加Lない。さ

らに、生物相は窒素を含まない排水においては単稗で、分散状細菌が多い等のことが明らかとなっ
た。

⑩　河川の生物学的調査

河川に生息する生物（民生動軌付着藻類等）は、水質をも含めた河川鞘の反映であるとの見

地から、それらを碍漂として汚濁状況を評価するため、生物調査を行った0県内主要河川を、荒川

水系、入間・新河岸川水系、中川水系に大別し、昭和48年度から、壬年別水系の計画で実施し

た。各水系に諷査地点を設定し、底生動物、付着藻類を採集し－その種乳個体数を調べ、水質の

評価を行った。その結果は蓑Ⅰのとおりである。衰Ⅱには「環囁基準・BOD」と「生物による水
質階級」との対比を示した。
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書

書

衰Ⅰ　生物による水質判定

水

系
河　 川　 名 地　　 点　　 名

生物 に よる水質判定 B O D による
水 質 判 定民 生生 物 付 着 藻 類

荒

川

水

系

荒　　　　　 川 入 川 橋 付 近 （大滝 ） き　　　 れ　　 い き　　 れ　　 い き　　 れ　　 い

中　　 津　　 川 落 合 橋 （大 滝 ）

秩 父 橋 （秩 父 ）

き　　 れ　　 い
ややきれい

～き れ い
き　　 れ　　 い

や　や　き　れ　い や　や　 き　れ　い き　　 れ　　 い荒　　　　　 川

赤　　 平　　 川 郷　 平　 橋 （皆 野 ） や　や　き　れ　い
ややきれい

～き れ い
き　　　 れ　　 い

荒　　　　　 川 長　　　　 瀞 （長 瀞 ） や　や　き　れ　い や　や　き　れ　い き　　 れ　　 い

〝 正　 喜　 橋 （寄 居 ） や　や　き　れ　い や　や　き　れ　い き　　 れ　　 い

〝 久　 下　 橋 （熊 谷 ） や　や　き　れ　い や　や　き　れ　い き　　 れ　　 い

〝 大　 声　 橋 （吹 上 ） や　や　き　れ　い や　や　き　れ い き　　 れ　　 い

〝 御　 成　 橋 （鴻 巣 ） や　や　き　れ　い
やや汚れている

～ややきれい
や　や　き　れ　い

〝 秋 ケ瀬堰 上 （浦 和 ） やや汚れている や　や　き　れ　い き　　 れ　　 い

入

間

薪

河

LLl声宇

川

水

系

白　　 子　　 川 最 下 流 地 点 （和 光 ） 汚　れ　て　い　る 汚 れ　て　い　る 汚　れ　て　い　る

黒　　 目　　 川 都　 県　 境 （新 座 ） 汚 れ　て　い　る 汚　れ　て　い　る 汚　れ　て　い　る

新　 河　 岸　 川 い　 ろ　 は 橋 （志木 ） 汚　れ　て　い　る 汚　れ　て　い　る やや汚れている

柳　　 囁　　 川 栄　　　　 橋 （志 木 ） 汚　れ　て　い　る 汚　れ　て　い　る 汚　れ　て　い　る

不　　 老　　 川 新河岸川合壕点上 0 ‖越） 汚　れ　て　い　る 汚　れ て　い　る 汚　れ　て　い　る

新　 河　 岸　 川 不老川合流地点上0 ＝越） 汚　れ　て　い　る 汚　れ て　い　る やや汚れている

入　　 間　　 川 初　 雁　 橋 （川 越 ） やや汚れている やや汚れている き　　 れ　　 い

小　　 畔　　 川 新　　　　 橋 （川越 ） やや汚れている やや汚れている や　や　き　れ　い

越　　 辺　　 川 天 神 橋 （坂戸 ・川島） や　や　き　れ　い や　や　き　れ　い き　　 れ　　 い

高　　 麗　　 川 高 麗 川 大 橋 （坂 戸 ） き　　 れ　　 い き　　 れ　　 い き　　 れ　　 い

都　　 寒　　 川 東 松 山 囁 （東 松 山 ）
ややきれい

へ′き れ い
き　　　 れ　　 い き　　　 れ　　 い

中

川

水

系

元　　 荒　　 川 愛　 の　 靖 （吹上 ）
やや汚れている

へ′ややきれい
やや汚れている や　や　き　れ い

〝 八　 幡　 橋 （蓮 田 ） やや汚れている

～ややきれい
き　　　 れ　　 い

〝 末　 田　 堰 （岩 槻 ） やや汚れている
やや汚れている

′～ややきれい
や　や　き　れ　い

〝 中　 島　 橋 （越 谷 ） やや汚れている
やや汚れている

′～ややきれい
や　や　き　れ い

大 落 古利 根川 培 地橋 （杉戸 ・宮代）
やや汚れている

～ややきれい
　き　 れ　 い
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水

系
河　 川　 名 地　　 点　　 名

生物 による水 質判定　　 8　 ナ

底 生生 物 付 着 藻 類 水 質　 判　 定

大藩 古利 根川 寿　 橋 （越谷 ・松 伏） やや汚れている やや汚れている や　や　き　れ　い

中　　　　　 川 門 樋橋 （栗橋 ・鷺宮） やや汚れている

′〕ややきれい

汚れている

～やや汚れている
や　や　き　れ　い

〝 行 幸 橋 （幸　　 手 ） やや汚れている

～ややきれい
汚れている

へノやや汚れている
や や　 き　れ　い

〝 豊　 橋 （吾川 ・松伏） やや汚れている

～ややきれい

やや汚れている

～ややきれい
き　　 れ　　 い

〝 八 条橋 （八潮 ・三郷） やや汚れている やや汚れている

～ややきれい
き　　 れ　　 い

〝 潮 止 橋 （ 八　 潮 ） やや汚れている やや汚れている

～ややきれい
や　や　 き　れ　い

表Ⅱ　水質判定基準と環境基準

蛍生物 による
水 質 階 級

河川についての生活環境に係る環境基準

　 項 目

類型

基　　 準　　 値

B　　 O　　 D

き　　　 れ　　　 い
A　　　 A 1 p p m 以下

A 2　p p m 以下

や　 や　 き　 れ　 い
B 3　p p m 以下

C 5　p p m 以下

やや汚れている
D 8　p p m 以下

E 1 0　p p m 以下

汚　 れ　 て　 い　 る 環 境基準 は認定 されていない

聾津田松苗　森下郁子「生物による水質調査法」（山海堂）参照
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